
ICT技術を活用し地域課題を解決する

滋賀県立大学「地域ひと・モノ・未来情報研究センター」

設立について

滋賀県立大学 工学部

未来の地域・滋賀県の姿
（スマート農業・看護・観光）

大学のモットー
“テキストは人間”

ソフトもハードも
モノづくり

（工学部が基礎に）

ICT化で地域産業創出、地域ICT化の中核となる人材育成
（情報通信技術）

（平成２９年
４月１日設立）



滋賀の歴史・文化・伝統

健康福祉 観 光環 境

ICT：高度情報通信技術によるスマート化（工学部）
スマートグリッド（乾教授）

見守りスマートシステム（宮城准教授）

サポートロボット（安田教授）

スマートコミュニティ設計（酒井教授）

超広帯域ワイヤレス通信（岸根教授）

リユース生産システム
（奥村教授）

滋賀モデルの社会展開と全国への発信

「滋賀県立大学 地域ひと・モノ・未来情報研究センター」
滋賀県の歴史・文化・伝統を基盤として３Ｋ（環境・健康福祉・観光）における農業・看護・観光にターゲットを絞
り，それらの多様な情報を高度情報通信技術によって解析・連携・共有化して，安心・安全な社会モデルを提案
し全国へ発信してゆく．
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企業技術者／研究者
地域企業・法人・農業での
ICT化手法活用の専門家

 地域産業・地域問題解決へのノウハウを身に付けた社会人養成・学び直し
 問題解決型教育（PBE)
 数理モデルや情報解析能力の習得（本学院生）
 副専攻修了認定数：20名程度（本学院生含む）／年

工学研究科
博士前期課程
定員：54名／学年
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工学部
学士課程

定員：150名／学年

社会人院入学
社会人聴講生

人材育成
〜大学院博士前期課程・（仮）情報通信工学副専攻の概要〜



地域産業創出 例：スマート農業

多様な作物形態

あいまい形状物体の
成長度（サイズ）の
その場／オンサイト診断
自動化（ドローン等）

多くの入力パラメータ
（気温、湿度、日射量、
土壌パラメータ、
それらの時間積分）

条件（入力）

制御量
農作業
その「見える化」
・自動化

診断

収穫量（出力）
システム全体のモデル化
による収量予測

◎新規のビジネスモデルへ
ノウハウの見える化、省力化／自動化、収入の安定化
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地域産業創出 例：スマート農業
1 取組例： 局地的な気象情報の取得

→多点センサセット設計、作物生育との関連性検討へ

全方位カメラにより、局地気象情報（動画像）を取得
学内圃場データ（環境科学部）と連携

上空画像の解析
・青空割合
・雲割合
（雲追跡による超短時間・超局所
日射量予測）

全方位カメラ像の１例

圃場実験施設の
気象観測設備
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地域産業創出 例：スマート看護
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健康診断結果に加えて、
看護カルテからの特徴量抽出
データの集積プラットフォーム化
・傾向分析持病への対策

治療行為

予防医療

年齢／健康診断結果
に応じた対策

訪問看護

長寿社会の実現
地域での安心・安全な暮らし

予測
（フィードバック）

◎新規の健康福祉システムの実現へ
未来予測、ノウハウの見える化、少人数化／自動化

サポート作業

見守り

補助

緊急信号
送信
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地域産業創出 例：スマート看護
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センサの設計・信号処理・データ解析手法を独自に開発
在宅看護のノウハウ（人間看護学部）を本格導入へ

センサ設計による嚥下評価 →種々の見守りセンサへ応用

3 独自開発の統合プラットフォーム解析

統合プラットフォーム解析

センサ設計と信号処理
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地域産業創出 例：スマート観光
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交通機関／自家用車
の利用・整備

情報受信と行動

情報メディア
定常（常設）および
非定常（イベント）等
見える化

診断

観光地への効果
地域への経済効果・ブランド化

データ発信

◎情報循環型の観光システムの実現へ
資源・集客効果の見える化、新たな観光資源の開発

観光地での実数把握
システム全体のモデル化

観光資源の分析

センサ測定
（セキュリティ兼用）

資源発掘・開発
新たな観光資源の
開発
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地域産業創出 例：スマート観光
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4 ネットワーク解析による観光客の入込客数診断法の開発
Googleマップより

1F

3F
3F

2F

1F
2F

非常階段
(600)

エレベータ
(3300)

玄関
(1500)

彦根城周辺のネットワークモデル化

生活スポット

学内建物内の
モデル化例
（添字：指標値）

階段
(1400)

足取りネットワーク（観光、生活）の
違いの導出、道路・交差点の重要
度の数値化（←カウンタ設置位置
の特定）、学内模擬実験での検証へ

（抽出・分類： 人間文化学部）

（工学部（C7棟））

観光スポット
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